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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マクロファージの産生、分化、および機能を制御するサイトカインです。活性型タンパク質は、ジスルフィド結合したホモ二量体として細胞外に存在し、膜結合型前駆体のタンパク質分解によって産生されると考えられています。コードされているタンパク質は胎盤の発達に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2011年9月],機能：顆粒球／マクロファージコロニー刺激因子は、血液中の2つの関連する白血球集団、顆粒球と単球-マクロファージの産生、分化、および機能を制御することで造血に作用するサイトカインです。CSF-1は単球／マクロファージ系細胞を誘導します。免疫防御、骨代謝、リポタンパク質の除去、生殖能力、妊娠において役割を果たします。,PTM：糖鎖付加とタンパク質分解により、様々な可溶性形態が生じます。高分子量の可溶性形態は、コンドロイチン硫酸を含むプロテオグリカンです。,PTM：アイソフォーム1はN-グリコシル化とO-グリコシル化を受けています。アイソフォーム3はN-グリコシル化を受けています。,サブユニット：ホモダイマーまたはヘテロダイマー。ジスルフィド結合しています。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;造血細胞系統;
	画像データ
	

	M-CSFポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3、Hela細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	M-CSFポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	各種細胞ライセートのウェスタンブロット分析。抗体は1:1000に希釈。二次抗体は1:20000に希釈。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

